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介護保険制度につ いて（ 2 0 0 0 年 4 月発足 ） 発逆襲 旨

1 9 9 9 年 1 1 月 7 日

S ．T

1 ．介諮保険はなぜつ くられたのか
わが庄一ほ世界一の長寿国にな りました 。 1 9 9 7 年の平均寿命ほ男性が 7 7 ． 2 年 、女 性

が 8 3 ． 8 年 とな って い ます 。そ九 に と もな い高 齢化 が 急速 に進 ん でお り、 その ス ピ・－ ドは

世界に規をみをい速 さなのです 。そ して高齢化の進展 とともに、社会的に大 きな関心 を呼ん

でいるのが 介 謂 問 題 で あ り、老後 の不 安 と して 、大 き くクロ ーーズア ップ され て い るの です 。

介譜 開祖 を と りま く状 況 を考 える とき 、普 と今 とで附 兄が安 わ って きた 間 接点 が 三つ あ り、

そして 変 わ らな い 同姓 点 が 一 つ あ ります 巾

＜ 以前 と大 き く変 わ った こ と＞

1 ）．寝た き－りな ど、介護の必要な人が非常 にふ えてい

2 ）．寝た き りの期間が長 く、介護す る期間が非常に長

3 ）．在 宅 （ 自宅 ）で 介 謹 を して い る人 自身 が 高 齢 にな

＜ 以 前 と変 わ らな い こ と＞

1 ） ．介護 をす る人の圧倒的多数は女性であること。
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＊介護 問題はすぺ ての人に起こ り得る

まず 第一の間近ですが 、現在のわが国の寝た き りの人や 痴呆の人の要介護者は
2 00 万 人で した 。これは 「要支援 ＿l （虚弱状態で要介謹 となるおそれが ある状態

レベ ル の 人 も含め て の人 数 です が 、介 護 保 険が ス タ ー・卜す る2 000年 に は 28 0フラ人

だろ うとい われ て い ます 。そ して この ま ま推移 して い くと 、 2 025年 に は 52 0万 人

、、ノ
く

く

1 993年で
とい われ る

らい に な る

らい まで ふ

えるだ ろ う といわれ て い ます 。

今 までは介護の問題は主に福祉制度で対応 してい ます 。 ところが福祉恥j皮 とい うのは 、社会

的弱者 を公 費で対 応 して い く とい う制度 で あ り、そ の利 用 は 身寄 りのな い人 とか所 得 の少 な い

人が優先 されます 。現実は 、介護の問題は家族があ って も非常に深刻な問逆になってお り、そ

のすべてに公費 （税金 ）で対応す ることは不可能 といえます 。

＊介護のニ ーズに対応で きない現状が「社会的入院 」をつ くった

介護 の必 要 な 人た ち を福祉 制 度 で カバ ーで きな い とな る と、 医梗 で カバ ー を して い く 、つ ま

り、病 院 に入 院 させ る こ とで対 応 して い く こ とが 起 きて き ます 。 これ が 「社会 的 入 院 」 とい う

ことです 。「礼金的入院 」の典型的な例は 、医学的には入院を して まて治按す る必要がな いに

も拘 らず 、介讃の必要な人 を受 け入れ る施設がないため に、や むをえず高齢者が長期入院 して

いるケ ースで す 。柄 院ほ 治 於 を 目的 と して お り、食 堂や 浴 室 、居 室 な どは整 備 され て い ませ ん

一人当た りの居室両横 も狭 く、高齢者の長期療養の場 としては環境は劣恋です。その うえ、医

療の コス トは 福祉 の比 で は あ りません 。 この こ とが わ が国 の 医校 費 を引 き上 げて い る一 つ の 要

因に もな って い るの で す 。 した が って 、 こ うい う「社会 的 入 院 」を解消 す るため に も 、制 度 そ

のものを国民の大多数 が利用で きる制度に変 えてい く必要があるのです 。

さらに、介護期間の長期化 、介護者の高齢化 とい う問題 は日本の介護問題 をよ り深刻な もの

にして い ます 。 それ に加 えて 昔 も今 も変 わ らな い のは 、介 護 を して い る人 の 9 剖 が女 性 で あ る

とい うこ とで す 。そ こで 、 これか らは 「介 讃 地獄 」に陥 らな いため に も介護 の 問 題 ほ 、社会 全

休で支 え る しくみ をつ くって対 応 しよ う とい うの が介 護 保険 制 度 の狙 い です 。
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介護保険制皮の概要
保険者 運 営主体のこ とです 。各市町村 とな ります 。

被保険者 加入者の ことです 。4 0 歳以上の者 とし

第一号被保険者 6 5 歳以上の者

節二号被保険者 4 0 歳以上 6 5 歳未満の者
保険給付の手続 き

2 2 0 0 プチ人

4 3 0 0 プチ人

介護サ ービスの給付を希望する本人またほ家族が市町村に申請 します 。市町村は調査員
を派過 して調査 します 。一時判定 、二次判定の後 、「 自立 」・ r‾要支援 」・ 「要介護 1 ～

5 ■l の段階に分 けられ ます。 （詳細は別紙参照 ）

利用者負担 1 劉 負担（高額になる場合 、負担上限を設定 ）

施設入所の食事負担‥…・標準 負担あ り

5 ）保険料 第一号被保険者 市町村 ごとに所得 に応 じた定牧の保険料 が徴収され る。

第二号被保険者 それ ぞれ加入す る医庶 保険制度か ら各人の収入（標準報酬
月懲 ）に基づ き保険料 が徴収され る。

6 ）公費負担 介謹保険の総給付費の二分の一 を公費負担 とす る。

介護保険制度導入の最大の 馴 勺は 、介護 を必要 とす る状態 になって も自立 した生油 を送 り、

人生 の最 後 まで 人 間 と して の尊 厳 を全 うで き るよ うな 、社 会 支 援 シス テ ム を確 立す る こ とに あ

りま す 。

なお 、現場での介護認定 にあった って不公平 が出ないよ うにするために解決 しなければな ら

ない開祖があるよ うです 。また、財源問超 、保険料の設享引こついて も現時点でほ流動的です 。



学習 会 に 出席 され た方 々の 中で 、ご 自身 もヘ ル パー と して 介護 に携 わ って い らっ しゃ る酒巻 姉 に感

想を寄 せて いた だ き ま した 。

社会委員会学習会 に出席 して

R ．S

l O 月の第一聖 日の午後 、橘兄の発題で 、介護保険制度につ いて学習会が もたれ ま した 。社会保険

に携 わ ってお られ る経験 か ら、 また資 料 を集 め て詳 しく話 して 下 さ った ので 、介護 保 険制 度 を導 入 す

る必要 性 は よ くわ か りま した 。保 険料 を払 うこ とほ納 得 がい きま した が 、一方 支援 を受 け る側 の こ と

がどの よ うに な るの か よ くわ か りませ ん 。

（ 1 ）一次 判定 と二次 判 定 で 、そ の人 に どん な助 けが い るのか きち ん と分 か るの だろ うか 。客 観 性 を

重 ん じて か 、 8 5 項 目の聞 き取 り調 査 を して 、そ の結果 を コ ンピ ュー ター にか け て判 定す る そ

うだ が 、 自分 は こ うい う状 態 だ か ら、何 を して もらいた い とい うこ と と医師 の意 見 書 では い け

な い の で し ょ うか く，

（ 2 ）配布 され たげ ンフレッほ 見 て介 護 時 間の 短 いの に驚 きま した 。 よ く読 ん でみ る と、 これ は 身体 介 護

に適 吊され る もの と分 か りま した 。 私 の所 属 す る横 浜市 福 祉 サー ビス協 会 で も人 材 を集 め て 、

1 回 2 0 分 ぐらいで 2 4 時 間巡 回サービスの体制が整 えられつつあ ります 。家事援助の文字が

見 あた らな い ので すが ど うを るので し ょうか 。掃 除 、洗 濯 、買い物 、調理 な どの家 事 を手 伝 っ

て も らえれ ば 、今 まで どお り住 み 慣れ た地域 で 暮 ら して い け る高 齢 者 はた く さんお られ ます 。

（ 3 ）自治体 に よ って取 り組 み方 が 違 うよ うで 、テ レ ビ を見 て む新 開 を読 ん で も、分 か った よ うを 分

か らない よ うな感 じです 。そ こで 、サ ー ビス を提 供す る団 体 か ら具 体 的 に話 を聞 く必 要 を感 じ

ました一。前述 の横浜市福祉サー ビス協会で も説明会をや ってい ますので 、面倒 が らずに聞いて

こ よ うと思 い ます 。 また 、特別 養護 老 人 ホー ム な どの施 設 の 場合 は ど うで しょ うか 。教 会 が関

わ ってい る野 庭苑 に も 、介 護保 険制 度 で ど う変 わ って どの よ うに取 り組 ん でゆ くの か 、機 会 が

あった ら聞 いてみ た い と思 い ます ．。

学習 会 を終 えて くこふ遜 ∈＞ 二

社会委員会の学習会 2 匝旧 は「介護保険 」を取 り上 げました 。 2 0 0 0 年 4 月 か ら実施 され るこの

制度 は 、酒 巻 姉 が指 摘 され た よ うな もの を含 め い ろい ろ な問題 点 を残 して い ます 。この学 習 会 をス タ

ートと して これ か ら実 施 され る介 護 保 険の 実 態 を しっか り見 て い く必 要 が あ ります 。そ して 「高 齢者

＝介 護 され る人 」 とす ぐ結び つ け ず 、高齢 にな って も人生 の 中身 を豊 か に生 き るため の社 会 をつ くる

人とな りた い ものです 。その ため にほ 、教 会 や地 域社 会 に お け る 人々 との 交 わ りや 連帯 が 大切 にな っ

てく る で し ょ う t： そ して そ の 中 で 固 か ら与 え られ る も の を 待 つ だ け で ほ な く 、国 に 要 求 して い く ぐ ら

も1の 力 を持つ高齢者 が増 えた ら、住み良い社会を作れ るのではか 、で しょうか 。 Y ．0

5

社会委員会か らのお知 らせ 弓

次回の学習会は 、 1 2 月 5 日 「寿町越冬パ トロールについて 」 K ．A 兄 が発遷 します 。

また 、年末 年始 の パ トロール に参 加 してい る秋吉 兄 と と もにパ トロー ル体 験 学習 も計画 して お ります ゥ

「 介護保険制度について」の学習会のテープがあ ります 。

発行 横浜港南台教会 社会委員会


